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研究成果の概要（和文）：大型種子をもつ樹木センダン科アグライアAglaia spectabilisを対象として、サイチョウ類
の体内を通過した種子の発芽実験と4haの調査区内で2000年8月に個体識別を行ったアグライアの15年後の生存状況を確
認し、サイチョウ類の種子散布者としての質的な有効性を評価した。サイチョウ類の体内を通過したアグライア種子は
、対照区の種子より高い発芽率を示した。また当年生実生は母樹からの落下やネズミ類の二次散布よりも広範囲に分布
しており、15年後の生存率は16%だった。先行研究と本研究の結果から、サイチョウ類は大型種子をもつアグライアの
量的・質的に有効な種子散布者として機能していると考えられる。

研究成果の概要（英文）：I studied the qualitative effectiveness of hornbills as seed dispersers for 
large-seeded tree species Aglaia spectabilis (Meliaceae) in Thailand, by comparing the germination rate 
between controls and hornbill-regurgitated seeds and by following the seedling survival after 15 years. 
For Aglaia spectabilis, hornbill passage had positive effects on germination rate. 1-yr seedlings of 
Aglaia spectabilis were scattered in the forest. Some seedlings were distributed far from the fruiting 
trees and survival of 1-yr seedlings after 15 years was relatively high (16%). Based on the results 
obtained from previous studies and this project, I conclude that hornbills are quantitatively and 
qualitatively effective seed dispersers for large seeded tree species Aglaia spectabilis in Thai forest.

研究分野： 植物生態学
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１．研究開始当初の背景 

種子散布とは、種子が親植物から離れ、運

ばれ、地表に落下し、そこに定着することで

あり、固着性の植物が移動できる数少ない局

面の一つである。鳥や哺乳類が好んで食べる

多肉質の果実をつける植物は、熱帯から温帯

に至る森林の樹木の多様性に貢献し、森林棲

動物の食物資源としても機能している。

(Corlett 1998, Biol Rev 73:413-448; Kitamura et 

al. 2005, Biodivers Conserv 14:1241-1262)。 

動物による種子散布の有効性は、以下の 4

つのステップで評価される(Masaki 2009, Jap 

J Ecol 59:13-24; Schupp et al. 2010, New Phytol 

188:333-353)。第一のステップは、種子の散布

者たる動物が結実個体を訪れること。第二の

ステップは、訪れた動物が果実を母樹からと

って食べること。第三のステップは、果実を

食べて種子を体内に取り込んだ動物が母樹

から離れること。最後のステップは、動物が

種子を排泄、あるいは吐き戻すことによって

地表に落とすことである。 

サイチョウ類はアジア・アフリカ熱帯林に

おける最大の果実食鳥類で、その生態系の健

全さを示す指標種である。しかし、乱獲や森

林破壊などによる局所的な絶滅が著しく（ア

ジアの熱帯林に生息する 31 種中 20 種が

IUCN のレッドリスト掲載種）、その種子散布

者としての生態系機能の解明は急務である。 

私は 1998 年よりタイの熱帯林でサイチョ

ウ類の生態系機能（種子散布）とその保全に

関する研究の過程で、大型種子をもつ樹木セ

ンダン科 Aglaia spectabilis（アグライア）を対

象として、サイチョウ類による種子散布の第

一と第二のステップである訪問頻度と持ち

去り量を解明した(Kitamura et al. 2004, J Trop 

Ecol 20:421-427)。さらに 2010 年からの調査

で、電波発信機を装着した個体の追跡調査に

よる移動距離の推定、および飼育個体を利用

した果実の給餌実験を組み合わせ、サイチョ

ウ類の種子散布範囲の推定や種子の体内滞

留時間など、第三と第四のステップの解明を

進めてきた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、まずサイチョウ類が吐き戻し

たアグライア種子の発芽実験から、アグライ

ア種子がサイチョウ類の体内を通過する影

響について評価する。次に 2000 年に個体識

別した4haプロット内のアグライア1004個体

の再調査を行い、これらの 15 年後の生存と

成長データから散布後の種子の運命と実生

の生存について評価する。さらにこれまでの

先行研究の結果を統合し、大型種子をもつ樹

木アグライアの種子散布者としてのサイチ

ョウ類の生態系機能を評価することを目的

とした。 

 

３．研究の方法 

本研究は、ユネスコ世界自然遺産地域

（Dong Phaya Yen-Khao Yai Forest Complex）の

一部であるタイ国カオヤイ国立公園で行っ

た。調査対象であるセンダン科 Aglaia 

spectabilis（アグライア）は調査地全域に分布

し、樹高 30m を超える高木種である。毎年開

花・結実し、カオヤイで動物が散布する種子

としては、最大級のサイズである（図 1）。 

 

図１：カオヤイの動物散布型果実の種子サイズ。 

先行研究から、アグライアの種子散布者は

サイチョウ類 4 種：オオサイチョウ Buceros 

bicornis、シワコブサイチョウ Rhyticeros 



undulatus、ビルマサイチョウ Anorrhinus 

austeni、キタカカサギサイチョウ

Anthracoceros albirostris とヤマミカドバト

Ducula badia、種子食害者はげっ歯類（マレ

ーヤマアラシ Hystrix brachyura、アカスンダ

トゲネズミ Maxomys surifer、クロオオリス

Ratufa bicolor、フィレイソンリス Callosciurus 

finlaysonii）が知られている(Kitamura et al. 

2004, J Trop Ecol 20:421-427)。 

アグライア種子の発芽実験には、サイチョ

ウ類が吐き戻した種子 293 個（カオヤイの営

巣木で回収：254 個、ドゥシット動物園の飼

育個体から回収：39 個）とコントロール種子

204 個（カオヤイの結実木から回収）を利用

した。播種後、3 ヶ月間の追跡調査を行い、

それぞれの発芽率を比較した。 

カオヤイ国立公園の熱帯季節林内に設定

した 4ha の調査区において、2000 年 8 月にア

グライア 1004 個体の全数調査を行い、空間

分布パターン（Ripley の K 関数を利用）と 15

年後の生存率を評価した。 

2000 年 8 月の樹高を基準として、親木：繁

殖個体（雌雄異株）、若木：樹高 4m 以上の非

繁殖個体、幼樹：樹高 2-4m の個体、稚樹：

樹高 0.5-2m の個体、実生：樹高 0.5m 未満の

個体（≥2年生）、当年生実生の 5 段階に類別

し、2014 年 12 月と 2015 年 12 月に生存個体

の再調査を行った。 

 

４．研究成果 

サイチョウ類の吐き戻し種子で 85%、コン

トロール種子で 77.5%と前者でより高い発芽

率を示した（図 2，Fisher exact test，P < 0.033）。 

 

図２：種子の発芽率（白）と死亡率（グレー）。 

そのため、体内通過による種子へのダメー

ジは少ないと考えられた。 

当年生実生（▼と▲）は母樹からの落下（半

径 10m）やネズミ類の二次散布（半径 30m）

よりも広範囲に分布しており、サイチョウ類

が散布した可能性が高いと考えられた（図 3）。 

 
図３：2000年のアグライアの分布（4ha 1004個体） 

15 年後、1004 個体中 353 個体が生存して

いた（図 4）。 

 

図４：2015年のアグライアの分布（4ha 353個体） 

実生、稚樹、幼樹の空間分布パターンはい

ずれも集中分布で、実生と稚樹は類似したパ

ターンを示した（図 5）。 

 

図５：実生、稚樹、幼樹の空間分布パターン 

15 年後の生存個体は、親木（100%、n=11）、

若木（68%、n=28）、稚樹（52%、n=56）、幼



樹（40%、n=418）、実生（28%、n=435）、当

年生実生（16%、n=56）で、2000 年 8 月の樹

高が高い区分ほど高い生存率を示した（図 6）。 

 
図６：実生、稚樹、幼樹の空間分布パターン 

先行研究から、母樹周辺に落下したアグラ

イアの種子はネズミ類やマレーヤマアラシ

による高い種子食害を被った(Kitamura et al. 

2004, J Trop Ecol 20:421-427)。また、量的に有

効な種子散布者であるサイチョウ類の種子

散布距離は 1km を超える場合もあり、母樹周

辺から離れた場所に種子を散布する可能性

が高い（Kitamura et al. 未発表データ）。母樹

周辺以外に人為的に播種した種子の食害率

は低く、また本研究から、実生として定着後

の生存率は比較的高い値を示した（図 7）。 

 
図７：アグライア種子の運命の模式図 

以上から、サイチョウ類は大型種子をもつ

アグライアの量的・質的に有効な種子散布者

として機能していると考えられる。 
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